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 オランダ東インド会社は 1634 年から 1679 年









ことが明らかになった（Dijk 2006: 5-6, 119-120, 
                                            
























ったようである（Dijk 2006: 146-168）。 
 





 17 世紀末から 18 世紀初にかけてインドから東
南アジアの海域で活動していた私掠船の船長で
 






















〜ビルマの地政学的意義の増大 18 世紀半ば 








































































                                            
2 例えば、アラウンパヤーの使者、交渉役の一人であったアルメニア人のグレゴリーGregory はダゴンのシャーバンダ
ルであったし（Captain George Baker’ s Journal of a Joint Embassy to the King of the Bûraghmahns [Burmans]:153-154；Symes 
1995: 57）、ポルトガル人のアントニオ Antonio はバセインの太守であった（Alves, Walter. “ Account of the Settlement at 
Negrais, being cut off.”  [Dated 22 November 1760]: 344, 355）。イギリスがマドラスから使節を派遣する際にも、ナーガパ
ットナムからペグーに向かうオランダ船にその旨を託して事前通告していた（Alves, Walter “ Account of the Settlement at 
Negrais”  [Dated 22 November 1760]: 351）。マドラス知事からビルマ王への親書も英語からポルトガル語そしてビルマ語
に翻訳、もしくはポルトガル語からペルシア語そしてビルマ語に翻訳されていた（Ensign Robert Lester’ s Proceedings on 
an Embassy to the King of Ava, Pegu, &c.: 209；Alves, Walter “ Account of the Settlement at Negrais”  [Dated 22 November 
1760]: 373）。 



















（Dalrymple1808: 109：Letter concerning the 
Negrais Expedition; and concerning the adjacent 
Countries (23rd June, 1759)）。 
 
３．フランスの亡霊とイギリスの積極的関与 
〜ビルマ貿易の重要性 18 世紀末 




































































（Hunter 1785: 58-60）。 
 こうした状況は、1783 年から 1806 年までビル
マで布教活動をしたサンジェルマノ神父の記述
 




















































































































ベンガルからラングーンへ   
40 隻 × 4,000 Tecals ----------------160,000 
ベンガルからアラカンへ（陸路および河川
で上ビルマへ） 50 隻 ----------------200,000  
海上貿易による輸入の総額--------------1,560,000  






- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
○海上貿易の収支 ------------------------------800,000  
〇中国との陸路貿易（雲南経由）による黒字----- 
 400,000 
（残りの 400,000 Tecals が実質的なビルマ側の赤
字＝禁輸となっている銀の流出が起こっている
と思われる）（Francklin 1811: 100-102） 
 




















各種宝石 3.8%、カテキュー1.9％、錫 1.4%、蜜蝋 1.3%
であった。この数値からわかるとおり、1790 年代半
ばには、船隻とチーク材がラングーンの海上貿易に
よる輸出の 7 割を占めていたことがわかる。 
 これは、チーク材の価格が最大でインドでの半額、
最高品質のボンベイ製がベンガル製の約 1.18 から
1.25 倍、ラングーンはベンガルの 0.7~0.75 倍の費用





                                            
6 ペナンの造船価格（1807）はビルマの 3 倍であるとの報告もある（Francklin 1811: 48-49）。 
7 1maund は 1760 頃のベンガルでは 75 lb.、コロマンデルでは 25 lb.（Hobson-Jobson: 563-564）。 






く 1000〜1500 マウンド maund7の積載量、水夫 20
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易で得た利益をつぎ込むべきめぼしい商品が多く
なかったこともその理由として挙げられている

























訪れていたのが、1811 年には 35、36 隻、1817
から 1822 年には、年間平均 40 隻、1822 年には
56 隻と急増していった。 
                                            
8 ターラーワディ王子の商業代理人で王子の封地のチークを独占的に扱っているイギリス商人レアード John Laird も
1821〜22 年頃から急速にイギリス製の綿製品が拡大し、マドラス製の綿製品は衰退していったと述べている（Crawfurd 
1834 II: appendix no.X: 78）。 
 綿布の輸入額も、1811 年以前が 34 万ティカ
ル、1811 年から 1816 年は平均 76 万ティカル、
1817 年から 1822 年は平均 153 万ティカル、1822
年には 225 万ティカルと、過去 12 年間で貿易額

























るようになる。1826 年 9 月 30 日、王都アヴァに
 










I: 181-193, 207-216, 308-316）、十数回の会談の
後、金銀の輸出、家族の連れ出しについては拒
否されるが、11 月 24 日、以下のような内容を持
つ通商条約を結ぶことに成功する（Crawfurd 























（Wilson 1827: Appendix No. 22: From the 











とができた（Crawfurd 1834: II: Appendix 
No. 2: Envoy’s Report of the Mission, to 








ばしば発生し、後の第 2 次、第 3 次英緬戦争へ
とつながっていくことになる。 
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